
憲
法
２１
条
で
「
言
論
の
自

由
」
が
保
障
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
現
実
の
問
題
と
し

て
、
多
く
の
人
々
に
自
分
の

意
見
を
認
識
し
て
も
ら
う
に

は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
取
り

上
げ
て
も
ら
う
以
外
に
方
法

は
な
い
。
つ
ま
り
、
多
く
の

意
見
を
平
等
に
取
り
上
げ
る

社
会
的
責
任
が
情
報
の
送
り

手
に
は
あ
る
の
だ

簡
単
に
言
え
ば
「
新
聞
・

雑
誌
・
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
に

携
わ
る
記
者
・
編
集
者
―
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、
い
い
加

減
な
こ
と
を
す
る
な
よ
」
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
「
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
倫
理
法
制
」
の

講
義
や
ゼ
ミ
な
ど
を
通
し
て
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
自
律
の

た
め
の
行
為
規
範
を
訴
え
、

現
在
の
日
本
で
は
マ
イ
ナ
ー

と
い
わ
れ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
倫
理
研
究
の
確
固
た
る
地

位
の
確
立
を
目
指
し
て
い
る
。

憲
法
で
言
論
の
自
由
が
保

障
さ
れ
て
い
る
の
で
、
基
本

的
に
は
言
論
規
制
す
る
法
律

は
つ
く
れ
な
い
。
法
律
で
規

制
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
言

論
に
関
し
て
は
自
主
的
に
規

制
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

だ
が
、
日
本
で
は
法
律
学
者

が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
倫
理
に

関
す
る
こ
と
ま
で
や
っ
て
い

る
と
い
う
実
態
が
あ
る
。

従
っ
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

倫
理
法
制
分
野
を
研
究
し
て

い
る
人
の
中
に
は
憲
法
学
者

が
多
い
。
教
授
自
身
も
「
最

初
は
基
本
的
に
名
誉
棄
損
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
な
ど

の
分
野
で
の
研
究
が
多
か
っ

た
」
と
話
し
て
い
る
。

研
究
の
転
機
は
米
国
で

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
倫
理
と

は
何
か
。
「
そ
れ
が
法
的
に

正
し
い
か
ど
う
か
で
は
な
く

て
、
法
律
で
縛
ろ
う
と
す
れ

ば
憲
法
違
反
に
な
る
。
法
律

は
や
っ
て
は
い
け
な
い
最
低

線
を
決
め
て
あ
る
だ
け
だ
か

ら
、
皆
が
理
解
、
自
覚
し
て

い
な
い
と
抜
け
道
を
探
す
こ

と
に
な
る
。
抜
け
道
を
探
す

か
ら
ま
た
、
厳
し
い
法
律
を

つ
く
る
。
永
遠
に
こ
ん
な
問

題
が
続
く
」
と
話
し
、
さ
ら

に
「
い
か
に
し
て
一
人
ひ
と

り
が
自
分
を
律
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
、
法
律
で
規
制
し

よ
う
と
す
る
の
は
意
味
が
な

い
」
と
熱
っ
ぽ
い
。

法
律
か
ら
倫
理
へ
研
究
の

重
点
が
移
っ
て
い
く
過
程
で
、

一
番
の
転
機
に
な
っ
た
の
が

米
イ
リ
ノ
イ
大
学
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
の
客
員

研
究
員
に
な
っ
た
際
に
指
導

し
て
く
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
倫
理
の
世
界
的
な
権
威
で

あ
る
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
・
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
ズ
教
授
と
の
出
会

い
だ
っ
た
。
倫
理
学
か
ら
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
倫
理
に
入
っ

た
人
で
、
法
律
学
者
が
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
倫
理
を
研
究
す

る
と
い
う
日
本
の
現
状
に
は

非
常
に
驚
い
て
い
た
と
い
う
。

大
学
へ
入
っ
た
当
初
は
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
志
望
だ
っ
た
が

「
ゼ
ミ
で
研
究
発
表
な
ど
を

し
て
い
る
う
ち
に
徐
々
に
研

究
者
志
望
に
変
わ
っ
て
い
っ

た
。ゼ
ミ
の
指
導
教
授
も『
や

っ
て
み
な
さ
い
』
と
言
っ
て

く
だ
さ
っ
た
」
と
当
時
の
思

い
出
を
話
す
。

当
初
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の

歴
史
を
研
究
し
て
い
た
が
、

特
に
戦
時
中
の
言
論
・
メ
デ

ィ
ア
統
制
の
法
律
で
あ
る
新

聞
紙
法
の
成
立
の
過
程
に
着

目
し
た
。
同
法
が
出
来
た
の

は
明
治
４２
年
。
そ
れ
が
改
定

も
さ
れ
な
い
ま
ま
、
戦
時
中

も
使
わ
れ
て
き
た
。
国
会
で

審
議
し
て
い
た
新
聞
紙
法
委

員
会
の
議
員
メ
ン
バ
ー
の
ほ

と
ん
ど
が
新
聞
記
者
・
業
界

出
身
者（
新
聞
社
経
営
者
）だ

っ
た
。
「
ど
う
し
て
そ
う
い

う
こ
と
に
な
っ
た
の
か
」
と

い
う
の
が
研
究
の
動
機
で
も

あ
り
、
法
律
の
研
究
か
ら
倫

理
へ
た
ど
り
つ
く
き
っ
か
け

に
も
な
っ
た
。

き
れ
い
ご
と
は
必
要

こ
の
法
律
が
出
来
た
こ
ろ

は
、
日
本
で
は
左
翼
運
動
が

強
ま
っ
て
き
た
時
期
。
経
営

者
側
は
い
わ
ゆ
る
言
論
の
自

由
が
少
々
規
制
さ
れ
て
も
新

聞
社
経
営
に
は
影
響
が
出
な

い
範
囲
で
、
政
府
と
妥
協
し

て
い
っ
た
。
軍
国
主
義
下
で

も
通
用
す
る
言
論
統
制
法
と

も
い
え
る
法
律
を
自
分
た
ち

で
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け

で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

「
経
営
者
の
倫
理
の
欠
如
で

は
な
い
か
」
と
指
摘
す
る
。

そ
れ
故
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
と
は
何
か
、
そ
れ
を
自
覚

し
た
者
が
現
場
に
出
る
必
要

を
感
じ
て
い
る
。
「
倫
理
」

と
聞
く
と
「
き
れ
い
ご
と
」

と
取
る
人
が
多
い
よ
う
だ
が
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
は
そ
の

き
れ
い
ご
と
が
必
要
な
の
だ

と
い
う
立
場
を
取
る
。

「
倫
理
は
自
律
―
自
分
で

自
分
を
律
す
る
こ
と
。
法
律

で
規
制
す
る
の
は
他
律
。
自

律
と
他
律
を
一
緒
く
た
に
し

て
論
議
す
る
の
は
お
か
し
い
」。

こ
の
姿
勢
を
貫
く
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
自
律
の
行
為

規
範
を
追
求

法
・
塚
本

晴
二
朗
教
授

国
際
経
営
論
が
専
門
。
す

な
わ
ち
、
国
境
を
越
え
た
多

国
籍
企
業
に
よ
る
経
営
戦
略

が
研
究
対
象
だ
が
、
そ
の
中

で
近
年
は
「
海
運
業
の
国
際

人
的
資
源
管
理
」
に
テ
ー
マ

を
絞
っ
て
研
究
を
進
め
て
い

る
。

「
海
運
業
の
国
際
人
的
資
源
」

と
は
平
た
く
言
え
ば
、
外
国

人
船
員
の
こ
と
。日
本
郵
船
、

商
船
三
井
、
川
崎
汽
船
の
大

手
企
業
３
社
を
は
じ
め
と
す

る
日
本
の
海
運
会
社
が
運
航

す
る
外
航
船
は
、
各
社
８
０

０
〜
１
０
０
０
隻
。
１
隻
あ

た
り
２０
人
前
後
の
船
員
が
通

常
乗
船
し
て
い
る
と
さ
れ
、

そ
の
８
〜
９
割
を
外
国
人
が

占
め
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
日
本
の
輸
出
入

貨
物
の
９９
・
７
％
は
海
上
輸

送
に
よ
っ
て
い
る（
昨
年
９
月

実
施
の
財
務
省
物
流
動
向
調

査
か
ら
）。金
融
不
況
の
影
響

で
昨
今
は
減
少
傾
向
に
あ
る

と
は
い
う
も
の
の
一
時
的
と

見
ら
れ
、
輸
出
入
貨
物
は
海

上
輸
送
に
大
き
く
依
存
し
て

お
り
、
私
た
ち
の
生
活
に
海

運
業
は
不
可
欠
な
存
在
だ
。

「
ニ
ッ
チ
の
研
究
」

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
米

澤
准
教
授
は
「
国
際
経
営
論

と
し
て
は
ニ
ッ
チ（
す
き
ま
）

の
研
究
対
象
だ
が
、
海
運
会

社
に
と
っ
て
は
競
争
優
位
に

つ
な
が
る
重
要
な
課
題
。
外

国
人
船
員
を
い
か
に
雇
用
し
、

活
用
し
て
い
く
か
は
運
航
の

安
全
か
つ
効
率
的
な
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
大
き
く
影
響
す

る
」
と
話
す
。

こ
れ
ま
で
手
が
つ
け
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
領
域
だ
け
に
、

ま
ず
関
係
者
か
ら
直
接
話
を

聞
い
て
デ
ー
タ
を
収
集
す
る

こ
と
か
ら
研
究
は
始
ま
る
。

外
国
人
船
員
の
出
身
地
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
を
は

じ
め
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ル
ー

マ
ニ
ア
な
ど
の
東
欧
諸
国
、

さ
ら
に
は
ロ
シ
ア
、
最
近
で

は
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
と
さ
ま

ざ
ま
。
こ
の
よ
う
に
国
籍
も

違
え
ば
能
力
、
経
験
、
労
働

文
化
も
異
な
る
外
国
人
が
１

隻
の
船
で
仕
事
に
従
事
。
そ

の
上
、
雇
用
契
約
期
間
も
ま

ち
ま
ち
な
船
員
を
効
率
的
に

雇
用
し
育
成
す
る
こ
と
が
、

企
業
に
と
っ
て
い
か
に
重
要

で
あ
る
か
が
分
か
っ
て
い
た

だ
け
る
だ
ろ
う
。

そ
の
た
め
に
、
現
地
を
訪

れ
て
商
船
大
学
や
船
舶
管
理

会
社
、
海
運
行
政
機
関
な
ど

で
船
員
教
育
の
実
情
や
採
用

側
の
考
え
な
ど
を
調
査
。
船

員
か
ら
は
キ
ャ
リ
ア
や
そ
の

会
社
を
選
ん
だ
理
由
な
ど
を

聞
き
取
る
ほ
か
、
海
運
会
社

の
協
力
を
得
て
実
際
に
貨
物

船
に
乗
り
込
み
、
航
海
中
に

「
参
加
観
察
」
を
行
っ
て
い

る
。期

間
は
２
、
３
日
か
ら
１

週
間
程
度
。
船
員
と
寝
食
を

共
に
し
な
が
ら
一
人
ひ
と
り

の
業
務
を
理
解
し
た
上
で
、

操
船
・
荷
役
を
担
当
す
る
甲

板（
デ
ッ
キ
）部
船
員
が
受
け

て
い
る
訓
練
の
様
子
な
ど
を

詳
し
く
観
察
し
た
り
、
休
憩

時
間
に
船
員
か
ら
話
を
聞
い

た
り
す
る
の
だ
が
、
「
こ
う

や
っ
て
じ
か
に
現
場
の
ダ
イ

ナ
ミ
ズ
ム
に
触
れ
ら
れ
る
の

は
だ
い
ご
味
」
と
い
う
。

こ
う
し
て
事
例
研
究
を
積

み
重
ね
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
の

理
論
―
例
え
ば
人
的
資
源
管

理
論
、
異
文
化
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
論
な
ど
―
と
す
り
合
わ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
仮
説
を
提

示
す
る
と
い
う
方
法
で
、
こ

れ
ま
で
に
船
員
市
場
国
の
立

地
優
位
性
、マ
ン
ニ
ン
グ（
雇

用
）に
関
す
る
産
業
集
積
、外

国
人
船
員
へ
の
知
識
移
転
な

ど
に
つ
い
て
発
表
し
て
き
た
。

元
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー

イ
ン
ド
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
産

業
成
長
の
秘
密
を
研
究
し
て

い
た
２
０
０
２
年
ご
ろ
、
調

査
で
訪
れ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
船
舶
管
理
会
社
の
存
在
を

知
っ
た
こ
と
が
今
の
テ
ー
マ

と
の
出
会
い
。
フ
ィ
ー
ル
ド

調
査
に
力
点
を
置
い
た
研
究

ス
タ
イ
ル
は
、
バ
ッ
ク
パ
ッ

カ
ー
と
し
て
数
十
カ
国
を
回

っ
た
学
生
時
代
の
旅
好
き
と
、

何
事
も
自
分
の
目
で
見
て
確

か
め
る
こ
と
の
大
切
さ
を
説

い
た
恩
師
の
教
え
が
重
な
り

合
っ
た
結
果
ら
し
い
。

米
澤
准
教
授
が
指
導
す
る

ゼ
ミ
の
授
業
も
そ
う
し
た
延

長
線
上
に
。
国
際
経
営
論
の

理
論
と
事
例
の
両
面
か
ら
の

研
究
を
課
し
、
学
生
た
ち
に

は
積
極
的
な
企
業
訪
問
を
要

求
し
て
い
る
。
そ
の
準
備
と

し
て
、
電
話
の
か
け
方
な
ど

社
会
人
マ
ナ
ー
の
指
導
も
徹

底
し
て
お
り
、そ
の
せ
い
か
、

大
手
人
気
企
業
に
就
職
す
る

ゼ
ミ
生
が
多
い
と
い
う
。

外
国
人
船
員
の
雇
用
・
人
材

育
成
に
焦
点

経
済
・
米
澤

聡
士
准
教
授

研究室で書物に目を通す米澤准教授

蔵書でいっぱいの研究室での塚本教授

�
参
加
観
察
�に
力
点

貨
物
船
に
寝
泊
ま
り
し
調
査

法律から倫理へ移行
ジャーナリズム倫理とは何か

自律と他律の同一視に異議

学
園
祭
の
ゼ
ミ
研
究
発
表
後
に
学
生
に
囲
ま
れ
る
教
授

ゼミの調査研究の際、学生や船会社の人たちと写真
に収まる米澤准教授（左端＝東京都品川区八潮の日
本郵船東京コンテナターミナルで、2007年8月撮影）

塚
本

晴
二
朗（
つ
か
も

と
・
せ
い
じ
ろ
う
）昭
和
５９

年
法
学
部
新
聞
学
科
卒
。

平
成
元
年
大
学
院
法
学
研

究
科
博
士
後

期
課
程
政
治

学
専
攻
満
期
退
学
。
同
年

法
学
部
助
手
。
５
年
同
講

師
。
６
年
同
専
任
講
師
。

１０
年
同
助
教
授
。
１５
年
同

教
授
。
１６
年
米
イ
リ
ノ
イ

大
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
研
究
所
客
員
研
究
員
。

日
本
・
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
学

会
、
情
報
通

信
学
会
、
日
本
広
告
学
会

な
ど
に
所
属
。
日
本
出
版

学
会
理
事
。
神
奈
川
県
出

身
。
４８
歳
。

米
澤

聡
士（
よ
ね
ざ
わ

・
さ
と
し
）平
成
４
年
早
稲

田
大
学
商
学
部
卒
。
１１
年

早
稲
田
大
学
大
学
院
商
学

研
究
科
博
士

後
期
課
程
単

位
取
得
退
学
後
、
久
留
米

大
学
商
学
部
専
任
講
師
、

同
助
教
授
を
経
て
、
１６
年

か
ら
日
本
大
学
経
済
学
部

助
教
授（
１９
年
か
ら
准
教

授
）。早
稲
田
大
学
商
学
部

非
常
勤
講
師
も
。
紹
介
し

た
研
究
は
１８
年
か
ら
日
本

郵
船
・
ヘ
イ

エ
ル
ダ
ー
ル

記
念
事
業
の
助
成
対
象
。

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
学
会
、

日
本
貿
易
学
会
な
ど
に
所

属
。神
奈
川
県
出
身
。４０
歳
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

プ
ロ
フ
ィ
ル
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